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パイルド・ラフト基礎の実験的研究 

－その２ 実験結果と解析結果との比較－ 

 Experimental Study of Piled Raft Foundation 
- Part 2 Comparison with Loading Test to Simplified Analysis – 

秦 雅史＊ 
 

要 旨 

原位置の関東ローム地盤において模型試験体の鉛直および水平載荷試験を実施して基礎データを得た。パ

イルド・ラフト基礎の実用的な解析法の妥当性を検証するため、実験結果との比較検討を行った。解析には

主に地盤ばねと杭の非線形性を考慮した格子梁法を用いた。その結果、実用解析法により求めた沈下特性、

水平抵抗、荷重分担率の解析精度が確認できた。 

キーワード：パイルド・ラフト基礎、原位置試験、格子梁法、ハイブリッド法、相互作用 

 

 
＊技術研究所 

１．まえがき 

 

従来、軟弱地盤上で建物を設計する場合、支持杭基礎

に頼ってきたが、近年になって摩擦杭で沈下を制御する

合理的な基礎工法としてパイルド・ラフト基礎が着目さ

れている。この基礎は直接基礎の支持力としては十分で

あるが、沈下あるいは不同沈下が過大となる比較的硬質

な粘性土あるいはＮ値の大きな砂質土の場合や、直接基

礎としての支持力が不足している場合などへの適用が有

効である。パイルド・ラフト基礎は直接基礎と摩擦杭基

礎の両者で支持されるため、基礎構造を一体とした構造

物と地盤との相互作用を考慮した解析により沈下・水平

挙動を把握して基礎の断面、杭の直径、配置、長さを決

定することが必要となる。 

平成 16 年度に関東ローム層での原位置において直接

基礎、摩擦杭基礎およびパイルド・ラフト基礎について

鉛直荷重、水平荷重に対する載荷実験を行い、荷重と変

形関係、耐力分担についての諸特性が得られた 1)。 

地盤を非線形弾性体としてFEMにより解析する場合、

地盤の諸定数の設定法が標準化されていないため、実際

の検討に用いられる事例が少ない。本報では実用解析法

として提案されている格子梁法、ハイブリッド法の妥当

性を検証するため実験結果との比較検討を行った結果を

述べる。解析は主に地盤ばねと杭の非線形性のみを考慮

した格子梁法を用い、鉛直載荷では構造物と地盤間の相

互作用を考慮したハイブリッド法、水平載荷では格子梁

法に相互作用を考慮した方法による検討を行った。 

 

２．試験体と土質特性 

 

原位置試験体の平面配置を図－１に示す。鉛直、水平

載荷共に直接基礎、摩擦杭基礎およびパイルド・ラフト

基礎について行った。パイルド・ラフト試験体は杭間隔 

7.5d（d：杭径）と仮定した 1/5 モデルであり、杭は一

般構造用炭素鋼管 STK400、φ101.6mm、t4.2mm（実測

3.9mm）、杭長３m を用い、圧入工法により設置した。ま

た、ラフト部は 1.5m×1.5m、厚さ 0.5m のＲＣ造である。

パイルド・ラフト基礎の水平載荷については杭の摩擦力

の発現程度をラフトに載せる重錘重量で調節することに

より、長期および短期状態の２ケースについて行った。

ボーリング調査により得られた地盤構成を図－２に示す。

また、室内土質試験結果を表－１、ＰＳ検層から求めた

微小歪での地盤剛性を表－２に示す。GL-2.9m のローム

層における中空ねじりせん断試験から得られた歪依存性

(b) 水平載荷試験体 

(a) 鉛直載荷試験 

図－１ 試験体平面配置 
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と国土交通省告示第 1457 号の粘性土の提案値を図－３

に比較している。両者は１％程度の歪レベルまでほぼ一

致しており、沈下解析における初期地盤剛性 G0 はＰＳ

検層から求めた剛性を、歪依存性は告示設定値を用いた。 

 

３．解析法 

 

パイルド・ラフト基礎試験体の鉛直・水平荷重時の

挙動を解析によりシミュレートした。なお、実験は短期 

間で載荷しているため圧密現象は考慮せずに即時沈下の

みを対象にした。ハイブリッド法は図－４に示すように

ラフトと杭および地盤間の相互作用による変位の影響を

弾性理論解により定式化して、有限要素法の解析コード

に組み込んだものである。格子梁法は相互作用を含まな

い一般的な解法である。地盤抵抗としてラフト面につい

ては鉛直支持ばねと水平摩擦ばね、杭については鉛直摩

擦ばねと水平ばねを考慮した。 

 

４．鉛直載荷実験結果と解析結果の比較 

 

4.1 ラフトの支持ばねのモデル化 

ラフトの支持ばねのモデル化は直接基礎の実験結果

との比較により精度を検討した。ばねを沈下解析により

設定する場合、鉛直方向に半無限の１層地盤における長 

方形荷重に対する自由地表面の沈下量は Steinbrenner

の近似解を多層地盤系に拡張し、歪依存性を考慮するこ

とにより求めた。ラフト支持ばねはラフト剛性が無限大

の場合の地盤ばねを与えた。直接基礎の実験結果と歪依

存性を考慮した沈下解析結果の比較を図－５に示す。 

沈下量が大きくなるに伴い実験値と解析結果は大きく

湿潤密度 せん断剛性 弾性係数

Ｖｓ(m/sec) Ｖp(m/sec) ρｔ(g/cm3) G(kN/m2) E(kN/m2)
埋土 70 1200 1.40  
ローム
ローム質シルト
凝灰質粘土 105 1350 1.53 17210 51530
シルト混じり細砂
中砂
粘土 130 1520 1.63 28110 84120
細砂 220 1550 1.80 88900 264900

土質名
PS検層

105 1350 1.32 14850 44460

180 1470 1.7 56200 167700

表－２ ＰＳ検層による地盤剛性 

表－１ 室内土質試験結果 

含水比 間隙比

Wn e Cc Pc Cu φ E50

(%) (kN/m2) (kN/m2) （度） (kN/m2)

埋土 1.1

ローム 1.7 156.2 4.262 1.89 217.3 50.6 5.7 5940

ローム質シルト 2.8 139.3 3.730 1.62 120.6 36.9 0 8880

凝灰質粘土 4 76.8 2.027 0.98 114.9 67.4 1.2 10700

シルト混じり細砂 4.7 49.3 1.387 0.39 328.2 54.9 2.1 -

中砂 5.8 28 1.332 8.64 26.9 -

粘土 6.5 61.4 1.620 0.38 158.7 20.8 4.3 2290

土質名
深度
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図－３ ローム層の歪依存性 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0.0001 0.001 0.01 0.1 1 10

せん断歪　γ（％）

剛
性

比
　

G
/
G

0

実測値

告示(粘性土）

G0=18180kN/m2

γ0.5=0.0925%

図－５ ラフト支持ばねのモデル化（格子梁法）
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 図－８ 実験結果と解析値の比較 
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短期支持力

長期支持力

異なってくる。そのためラフトの支持ばねを直接基礎の

実験結果から設定した場合についての解析も行った。格

子梁法に用いた支持ばねは図中に示すように Tri-

linearにモデル化した。 

ハイブリッド法では構造物と半無限弾性地盤とを地

盤ばねを介して接合している。そこで半無限弾性地盤に

支持ばねの弾性分を与え、ラフト支持ばねには全沈下量

から弾性成分を差し引いた非線形成分を与えた。ハイブ

リッド法のラフト支持ばねを歪依存性を考慮した沈下解

析から設定する場合を図－６(a)に示す。室内土質試験

による耐力時の 50％歪時の剛性 E50を用いた場合は初期

剛性が小さくなり、杭とラフトの荷重分担の適正な評価

が難しくなると考えられる。そのため、図－６(b)に示

すように沈下解析によらず直接基礎の実験結果から設定

した場合についても解析した。 

4.2 杭の摩擦ばねのモデル化 

杭の摩擦ばねについてはラフトの支持ばねと同様、沈

下剛性を解析によらず、摩擦杭基礎試験体の実験結果か

ら直接設定した。杭１本当たりのばね特性を図－７に示

すTri-linearにモデル化した。 

4.3 パイルド・ラフト試験体の解析 

パイルド・ラフト試験体の荷重と鉛直沈下量の全体関

係について実験結果と解析値との比較を図－８に示す。

格子梁法はハイブリッド法より沈下量が小さくなったが、

本実験の杭間隔は杭径の 7.5d 程度であり相互作用の影

響が小さいため解析法の差は小さかった。 

土質試験データを用いた解析によって長期支持力まで

の沈下量をほぼ追跡でき、短期支持力までの沈下量を土

質試験データから予測する場合は初期剛性を0.8倍程度

に調整する必要がある。 

実験結果からラフトばねを設定すると、両解析法とも

鉛直荷重と沈下量の関係を追跡できるが、格子梁法より

ハイブリッド法の精度が高い。荷重分担率の推移につい

て実験結果からラフト支持ばねを設定した結果を図－９

に示す。土質試験からラフト支持ばねを設定すると初期

段階の剛性が大きく評価されるため、実験から設定した

場合よりもラフトの分担が増す。長期支持力までは実験

結果よりもラフトの荷重分担が大きくなり、ばね設定の

改良が必要となるが、それ以上の荷重段階ではほぼ一致

している。 

 

５．水平載荷実験結果と解析結果の比較 

 

5.1 摩擦杭基礎の杭頭固定度 

(b) 直接基礎実験値から設定 
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図－６ ラフト支持ばねのモデル化（ハイブリッド法）
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水平地盤反力係数 Kh が一様の地盤中の長い杭におい

て、杭頭固定度をαとした場合、杭頭変位 y、杭頭回転

角θp、杭頭曲げモーメント Mpはそれぞれ(1) 式～(3)式

で算定できる。 

杭頭変位 ）( α2
4EIβ

Q
y

3
P .............. (1) 

杭頭回転角 ）( α1
2EIβ

Q
θ

2
P

P ........... (2) 

杭頭曲げモーメント α
2β

Q
M P
P ........... (3) 

ここに、Qp：杭頭せん断力 (kN) 

β ：杭の特性値 4
4EI

Kh B・
 (1/m) 

    Kｈ ：水平地盤反力係数        (kN/m3) 

B  ：杭径 (m) 

    E  ：杭体のヤング係数 (kN/m2) 

    I  ：杭体の断面二次モーメント (m4) 

（1）式に摩擦杭基礎の杭頭せん断力と水平変位の実験

値を代入することにより、杭頭固定度αを逆算して求め

た。なお、地盤反力は基礎構造設計指針 2)に準じて(4)

式に示すように低減した。逆算した杭頭固定度および杭

頭曲げモーメントを表－３に示す。逆算した杭頭固定度

での杭頭曲げモーメントは実験値より小さく評価される。

実験では杭頭は未降伏であり、杭頭固定度は変動しない

ものと仮定し、固定度は0.63で一定とした。 

水平方向地盤反力  P=Kh・B・y                (4) 

y＜0.1 (cm) の時 : Kh = 3.16・Kho  (kN/m
3)       

y≧0.1 (cm) の時 : Kh = Kho・y-0.5 (kN/m3)       

Kho =80B
-3/4E0=36100kN/m

2(E0=2570kN/m
2：LLT試験値) 

杭頭半固定の梁モデルにより、地盤の塑性化を考慮し

て解析した。なお、杭先端は自由とし、塑性水平地盤反

力Pyの上限値を深さZによって(5)式により与えた。 

P = Kh・B・y ≦Py ........................ (5) 

ここに、 

Z/B≦2.5：Py = 2(1+μZ/B)Cu、μ=1.4...... (6) 

Z/B＞2.5：Py =λCu、λ=9 ................ (7) 

粘着力Cu=38 (kN/m
2) 

摩擦杭基礎試験体の杭頭荷重と変位の関係について

実験結果と解析結果の比較を図－10 に示す。杭頭固定

度を 0.63 とし、地盤反力の塑性化を考慮した解析結果

は実験値と良い対応が得られた。解析による杭頭モーメ

ントと回転角の関係は図－11 に示す tri-linear にモデ

ル化した。杭頭固定度は一定としたが、地盤反力の塑性

化により杭頭回転ばねは非線形性を示している。梁モデ

ルの解析を汎用ソフトで行う場合の要素分割を図－12

に示す。曲げモーメント分布を図－13に示す。 

5.2 ラフト底面の水平摩擦ばね 

底面摩擦ばねについてはラフトの支持ばねと同様、水

平荷重解析によらずパイルドラフト基礎試験体①の接地

Ｑp δexp Kh β 固定度 M0
(kN) (cm) (104kN/m3) (m-1) α (kN・m)
15.0 0.079 11.42 1.7327 0.627 0.692
30.0 0.204 8.01 1.5857 0.635 1.533
45.0 0.355 6.06 1.4792 0.712 2.763
60.0 0.574 4.77 1.3929 0.695 3.820
75.0 0.878 3.86 1.3209 0.639 4.628
90.0 1.340 3.12 1.2529 0.523 4.793
105.0 2.215 2.43 1.1766 0.267 3.034

表－３ 逆算した杭頭固定度と杭頭曲げモーメント

図－９ ラフト負担率の推移 

（ラフト支持ばねを直接基礎実験から設定）
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図－11 杭頭モーメントと回転角の関係 
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圧を与えた直接基礎試験体の実験結果から図－14 に示

すTri-linearにモデル化した。 

5.3 パイルド・ラフト基礎の解析 

パイルド・ラフト基礎が水平力を受けた場合、図－15

に示すように杭の変位により地盤が強制変位を受け、ラ

フトが接地する地盤が盛り上がろうとする。しかし、ラ

フトが地盤を押すことから、杭へ再び外力が作用するこ

とによって水平耐力がラフトの無い場合より増加する。

図－13 杭曲げモーメント分布 
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図－14 ラフト底面の水平摩擦ばね 

図－12 梁モデルの要素分割 
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図－15 ラフトの押さえ効果 

図－16 FEM解析によるラフトの押さえ効果
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図－17 水平荷重と水平変位の関係 
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ラフトの押さえ効果の有無の影響を以下の手順により解

析的に評価した。 

① ４本杭基礎の格子梁モデルで水平荷重時の杭の地

盤ばね反力を求める 

② 地盤ばねの水平地盤反力を地盤に与えて、ラフト

の支点反力を前方杭、後方杭について求める 

③ ラフト反力を地盤に加力して、杭の支点反力を求

める。図－16 に加力点側の前方杭、後方杭からの

ラフト反力を与えた場合の地盤の変形状況を示す 

④ ４本杭基礎の格子梁モデルに水平荷重と③で求め

た杭の支点反力を同時に加える 

杭頭とラフト間に摩擦杭基礎の検討で求めた杭頭回転

ばね特性を評価し、格子梁法によりラフトからの押さえ

効果を考慮した解析を行った。水平荷重と水平変位の関

係を図－17 に示す。格子梁法で相互作用を考慮しない

場合は直接基礎と摩擦杭の単純和の耐力、剛性にほぼ等

しい結果となっている。水平変位１cm 未満の初期段階

では相互作用の影響により単純和よりも実験値が小さく

なった。それ以降は両者の関係は逆転し、単純和を実験

値が上回った。この現象は文献 3）では杭のアンカー効

果と説明されているが、ラフトの押さえ効果に起因して

いると考えられる。この現象を解析的に考慮することに

より実験結果を大変位まで追跡できることが分かる。 

水平荷重とラフト（接地面）とパイル（杭）の水平

力分担率の推移を図－18 に示す。実験では初期は杭が

30～40％負担し、最終的には杭が 60～70％を負担する。

解析では初期はパイルド・ラフト試験体①の傾向に近い

が、荷重が増えると実験値よりも杭の負担が増している。

杭の曲げモーメント分布を図－19 に示す。実験値と解

析結果は杭全長で比較的良く一致しており、杭応力は十

分な精度で求められた。 

 

６．まとめ 

 

実用的解析法による解析結果と実験結果との比較検討

により以下のことがわかった。 

（１）鉛直載荷実験 

ⅰ杭間隔 7.5d の場合、相互作用の影響が小さいため

格子梁法とハイブリッド法の差は見られない 

ⅱ.土質試験データを用いた解析によって長期支持力

までの沈下量をほぼ追跡でき、 短期支持力までの

沈下量を土質試験データから予測する場合は初期剛

性を0.8倍程度に調整する必要がある 

ⅲ.実験結果からラフトばねを決定すると、鉛直荷重

と沈下量の関係を精度良く追跡できる 

ⅳ.長期支持力までのラフトの荷重分担が大きく評価

されるため、ばねの設定法の改良が必要である 

（２）水平載荷実験 

ⅰ.摩擦杭実験結果から杭頭の固定度を逆算すると

0.63 であり、汎用ソフトによる格子梁法では杭頭

固定度を杭頭回転ばねで評価する必要がある 

ⅱ.水平耐力は初期段階では相互作用のため格子梁モ

デルの解析値より小さくなる 

ⅲ.水平耐力は変位が大きくなるとラフトの押さえ効

果に起因してパイルとラフトの単純和耐力を上回る

ため、この現象を考慮して解析することにより大変

位まで追跡できる 

 

７．あとがき 

 

今後、実規模建物の沈下計測による実測データの蓄積

と解析法の精度向上を目指していく予定である。 
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(a) 前方杭（加力点側） 

図－19 パイルド・ラフト基礎の杭の曲げモーメント（パイルド・ラフト試験体①） 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

-15 -10 -5 0 5 10 15
モーメント(kN・m)

深
さ

(m
)

40kN
110kN
160kN
40kN
110kN
160kN

実験

解析

ＭyＭy

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

-15 -10 -5 0 5 10 15
モーメント(kN・m)

深
さ

(m
)

40kN
110kN
160kN
40kN
110kN
160kN

実験

解析

ＭyＭy

(b) 後方杭 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


